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会長挨拶 

米山奨学生の世話クラブ引き受け 
とカウンセラーについて 

会長 小口直久 

先週の理事会にて協議し、例会内でもご報告させ

ていただいた米山奨学生の世話クラブ引き受けに

ついて、正式に 2600地区に登録させていただきま

したので改めて皆さんにご報告させていただきます。 

まず、奨学生の簡単なプロフィールを紹介させて

いただきます。前は、劉強さん男性２６歳、国籍は中

国、学籍は信州大学理工学研究科理学専攻 修士

２年であります。居住地は松本市、引き受け期間は

明日４月１日より来年の３月３１日までとなります。 

米山奨学会事業と言えば将来母国と日本の架け

橋となる国際社会で活躍する優秀な留学生を奨学

する事であり、採用数は年間８６０人程度、民間では

日本最大です。２６００地区の２０２２年度について

は、新規奨学生２２名、継続奨学生４名、計１８名を

迎え入れます。米山奨学制度は、奨学金による経

済的支援だけでなく、ロータリー独自の心の通った

支援制度であります。優秀な留学生と言ってもただ

単に学業に優れているだけではなく、異文化への

理解、コミュニケーション能力なども優れていなけれ

ばなりません。そしてロータリークラブを通じて日本

の文化、習慣などにふれ、社会参加と社会貢献など

を育み将来ロータリーの理想とする国際平和の維持

に貢献する人になることを期待しています。 

 事業費は約１５．５億円で特にアジア中心に１２９

カ国の地域に渡ります。世話クラブの中からカウン

セラー1 人を選び、奨学生の個人的ケアをしながら

アドバイザーとして当たる制度になっています。奨

学生は月に一度以上例会に出席し、ロータリアンと

交流して、国際交流、相互理解を深めると共に、ロ

ータリーの奉仕の心を学ぶわけです。様々な職業、

世代で構成されたロータリークラブでの交流は，奨

学生が日本文化に接し、将来や奉仕について考え

る機会となり、奨学生とロータリアンの交流は相互理

解のみならず、双方にとって財産となるものです。 

 この奨学事業は交流を目的としたプログラムです

ので、奨学生はロータリアンとの交流を通じて奉仕

の精神に触れ、自らの精神を磨き人生観、職業観を

高めます。ロータリアンにとっても金銭支援だけで

は得られない感動と事業への深い理解が生まれ、

更に支援への意欲が出ると思います。奨学生ロータ

リアンにとって大きな感動を生む事業だからこそ、日

本最大の民間奨学事業にまで成長したのだと思い

ます。世話クラブ、カウンセラー制度は米山奨学事

業の神髄であります。 

 そこでご報告ですが、クラブ内から１名のカウン

セラーを選抜しなくてはならないのですが、皆さん

にご相談してから決定までのプロセスに時間が無か

ったことから、諸事情を考慮し、私がお受けしいたし

ました。昨日の臨時理事会内で承認されたことも併

せてご報告させていただきます。１年間、奨学生の

劉 強さんが勉学に集中できるよう、またロータリー

との橋渡しがしっかりできるようにしっかりサポートし

ていきたいと考えております。月に１回の例会参加

はもちろん、行事等の参加も積極的に受け入れて

いきたいと考えておりますので、会員の皆さんのご

協力をよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

友好クラブ大津中央ＲＣの林会長・大場幹事様 
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友好クラブ大津中央RC ZOOM来訪 

大津中央RCの林会長・大場幹事様がZOOM来

訪されま、林会長からお礼のメールが届きました。 

大変お褒めいただいた内容で、恐縮しながらも 

うれしいことでした。 

なおこの後大津中央RCから立派なお土産をいた

だき、こちらからも返礼のお土産をお贈りしました 

諏訪湖ロータリークラブの皆様へ 

昨日は例会に御招待いただき誠にありがとうござ

います。また、お土産の佃煮ありがとうございます。 

諏訪湖ロータリークラブの皆様の例会の様子を拝

見できて嬉しかったです。 

以前からフィリピンの子供たちに楽器の支援を行

い子供たちの生活に希望を持たせるなどの事業を

見ていてクラブの皆さんの情熱には尊敬の念をず

っと持っておりました。今回も子ども図書館と井戸の

掘削で住民の生活の大きな改善に尽くされたのを

見てロータリアンとしての社会奉仕・国際奉仕とは何

なのか教えて頂きました。 

私たちのクラブが所属する第２６５０地区の地区大

会が３日の日曜日に開催されますが、当初、前日に

２６５０地区の会長・幹事研修会等が予定され夜は

ガバナーはじめ地区の役員の皆様との会長幹事懇

談会が予定されておりました。翌日は地区大会が開

催されその後、地区会員の懇親会が予定されてい

ました。北陸・近畿地方のオミクロンの勢力が収まら

ず前日の行事はすべて中止となり翌日の懇親会も

お弁当配賦に変わりました。会場もソーシャルディ

スタンスにより京都と滋賀の会員は本会議場から離

れたホールでのｗｅｂ会議によるスクリーン参加に変

わりました。 

いずこも同じことで思うようにならない行事のあり方

を余儀なくされているのを知りました。 

昨日のハイブリット会議の進行を拝見できて大津

中央ロータリークラブにおけるｗｅｂ会議の方法を考

えることができました。 

６月までには少なくとも２回くらいｚｏｏｍを使って会

議ができるよう頑張ります。 

今後もこのような交流ができれば地理的な距離は

ありますがｗｅｂにより距離を感じずにお付き合いで

きると知りました。 

御柱に参加できませんでしたが皆さんとリアルに

懇親したくなりました。 

今後も変わらぬ友情を育てていきたいです。 

大津中央ロータリークラブ会長   林 繁里 

地区大会について討論 

本日３月３１日は t九大会の実施内容を決めるガ

バナー・ガバナー事務局と夜話し合いがありますの

で、緊急で小松地区大会実行委員長から会員の皆

様のご意見をお聞きしました 

大変厳しいお声をいただきこれを参考に話し合い

に臨みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のZOOM出席は１７名会場出席９名でした 

 
第 1732回例会 

『ミンダナオ子ども図書館支援報告』  

ミンダナオ子ども図書館 西村奈々子さん卓話 

担当 国際奉仕委員会 

初めに 成山国際奉仕委員長から趣旨の説明が

ありました。そのあと長﨑政直会員から収支の報告

や現地スタッフからのメールの紹介があり、ミンダナ

オ子ども図書館支援「井戸発作事業」３月２６日をも

って終了したことが報告されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地宮本梓さんからのメールと収支報告 
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西村奈々子さんが 「ミンダナオの子供たちが「生きる力」と「本当の幸せ」を教えてくれた」 という演

題で卓話をしていただきました。 

私たちが考えていたミンダナオの紛争の問題、子供たちの様子などを通じて大変考えさせられるお

話でした。遠く離れていても（大阪に帰省中でしたが）こうしてお話を聞けるのはZOOMの恩恵です。 

何人の方も感想の中で「ぜひ行き会ってお話を聞きたいね」と話をしていました 


